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　冬期間舎飼状態にあった和牛は，春季，原野放牧場に

放牧された場合，突然にかなり激しい環境条件の変化を

こうむることになる．したがって春放牧初期において

は，和牛は生理的あるいは生態的になんらかの異常をき

たし，放牧障害なども発生し易い状況にあるのではない

かと想像される．著者らは従来各種条件における放牧和

牛の行動について探究してきたが，今回は上述の観点か

ら，とくに放牧開始初期に重点をおいて，春放牧全期問

にわたる和牛の行動の変化を検討する目的で一連の行動

調査を実施した。

　　　　　　　調査場所および方法

　調査場所は，三瓶山北の原原野放牧場である．放牧場
　　　　　　　　　　　　　（1）
の概況については，すでに報告したとおりである．供試

和牛は，本学付属三瓶農場にけい養申の成雌和牛（黒毛

和種）2頭で，すでに当放牧場においてかなりの放牧経

験をもつものである．供試和牛の詳細は第1表に示すと

おりである．

　調査期間は，1966年5月22日から7月13日までの期間

で，放牧前後のそれぞれ2日間の舎飼期および5月24日

から7月10日までの春放牧全期間である．調査方法は，

舎飼期については，48時間連続観察法により，また放牧

期については，放牧開始より／日間隔に4回8日目ま

で，その後は約／0日間隔にて収牧までおのおの24時間2

回あて計8回の連続観察法による行動調査を実施した．

放牧期は便宜上I～V期に区分した．これら調査日の詳

細は第2表に示すとおりである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）（3）
　調査項目，その他の観察方法などについては既報で述

べたとおりである．なお各調査時の気象条件については

　※　　1967年4月　日本畜産学会第53回大会において講演
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Tab1e1． Data　on　experimenta1cows

。隷、。牒）

Apr．1．’55

Sept．15．’62

1
1

4

　Date　　　l　Average
of　Mating　Body　wt．

March　15．’66

March28．’66

430kg

378

Tab1e2．Date　of　exper1ment

　　　　　　　　　　　（May22－Ju1y13．’66）

Ex撒言nta1l。。。描。e，tl。。維膿、t、。n

Before＿Gra分ng
（Housmg）

Gra刎ng　Penod　I

Grazing　Period皿

Grazmg　Per1od皿

Grazmg　Per1od】V

Grazmg　Per1od－V

After＿Grazmg
　（Housmg）

May22－24

N征ay　　25－26

　　　27－28

　　　29－30

31－June　　1

June　　7－8
　　　　9－／0

June　　17－18
　　　19－20

June　　27－28
　　　29－30

Ju1y　　7－8
　　　　9－／0

Ju1y　　11－13

第3表に示したとおりである．

　　　　　　　　結果および考察

Const　obs　for
48hrs．

Const．0bs吐for

24hrs．

Const．Obs．for
48hrs．

　舎飼期ならびに春放牧期間中の各期について，24時間

当りの行動形別所要時間，排糞，排尿，飲水回数および

歩行距離を一括表示すれば第4表に示すとおりである．

これらの数値は，いずれも2頭の平均値であり，さらに
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Tab1e3Meteo1og1ca1data　durmg｛xpermenta1per1ods

Date

May　22～24

　　　25～26

　　　27～28

　　　29～30

3／～June　1

June　　7～8

　　　　9～10

June　　17～18

　　　19～20

June　　27～28

　　　29～30

Ju1y　　7～8

　　　　9～10

Ju1y　　11～13

Weather

①

①

◎

①

◎

○

③

①

①

◎

⑤

③

①

C1oudiness

10

4
8

10

10

／

10

5
10

8
10

10

7
10

Prec1p1ta一

tiOn

nlmd
29．0

0
0

17，8

10．0

0
16．2

0
71．2

14，2

21．9

32．0

0．5

Sunsh1ne
Duration

hr．

6．5

0
0
11．4

0．2

2．5

0．1

0．7

0

0
6．7

Re1at1▽e
Hum1d1ty

87

69

74

80

88

％

67

80

83

84

93

85

84

・…1 90

A1r　Temperature

rnaX

　oC
19，1

20，5

2／．4

20，0

17．5

24，0

14．5

23，0

20．5

21．6

23，0

24．0

26．0

rn1n

　。C
12．5

6，5

／4，0

11，4

11．5

9，0

11．3

11，5

15．5

14．9

17，3

16．0

19．0

弓る　o『　24　hrs．

HOUSil1g
30

on　R・㎎e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．o
　　　　　（｝m・i㎎　　R・mi・洲i㎎　Rじ・t1・g　1一い1山11g．Mk

　　Fig．1　Time　spent　by　cows　in　each

　　　　　behaY1or1n　barn　and　on　range

放牧第I期を除いては，2回の観察の平均値で示してあ

る．

　第4表にもとづき，まず舎飼期と放牧期との和牛の行

動の差異について検討を行ない，ついで春放牧期問中の

各期の行動形別所要時間が，どのように変化するかにつ

いて検討してみた．
　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　記載上の略号については，すべて既報に従った．

　1、舎飼期と放牧期との行動の差異

　舎飼期（放牧前後の舎飼期）と放牧期（春放牧全期間）

について，24時間当り行動形別の平均所要時間を比較す

ると第／図に示すようになる．

　第1図によると，舎飼期に比較して放牧期のG．t．は

約2．2倍，Ru．t．は約1．8倍に増加している．放牧期の

G．t．増加の原因は，舎飼期の投げ込み給与の青草を採

食する場合に比較して，放牧時には同量の採食量を確保

するのに当然より長いG．t．を必要とすることにもよる

が，しかし放牧期の和牛エネルギー消費量は，舎飼期に

比べ約2．5～2．8倍にも増加することが確かめられてお
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Tab1e4． T1me　spent　m　each　behavlor，frequency　of　excret1on　and

wa1ked　d1stance　on　the　natlve　grass1and

Exp．Period－
Exp　Day

Time　Spent

　Grazmg

Rummatmg
Lying

Stand1ng

Mlgrat1ng

　Loafmg

Frequency　of：

　Defecation

　Urmat1On

　Drmkmg
Wa1ked　D1stance（km）

Exp．Period－
Exp．Day

Time　Spent

　Grazmg

Rummatmg
　Lying

　Stand1ng

　Migrating

　Loafmg

Frequency　of

　Defecation

　UrinatiOn

　Drmkmg
Wa1ked　Distance（km）1

Before＿Gr．

22～24，May

Min．

／68

240

369

407

277

％

11，7

15，3

25，6

28，3

19．2

5．5

8．8

0．3

Gr．Period■

　7～／0，June

Min．

374

396

258

194

　25

194

％

26，0

27，5

17，3

13．5

1，7

13．5

8．0

7．0

1．5

6．3

Grazmg　Per1od　I

25～26，May

377

282

157

206

97

323

26，1

19，5

／0，9

14．3

6，7

22．4

5．5

7．0

6，5

15．4

Gr．Period皿

17～20，June

27～28，May

394

349

269

102

70

258

27，4

24，2

19．6

7．1

4，8

17．9

8．0

8．0

4．0

9．1

Gr．Period　IV

27～30，June

439

379

153

264

23

181

30，5

26，4

10，6

／8．3

1，6

12．6

7．8

8．8

0．8

6．0

472

402

236

136

15

180

32，8

27，9

16．5

9．5

1，0

12．5

8．0

8，5

　0

5．1

・・～・川・・1・1～1，1…

326

342

319

／92

55

208

22，6

23，7

22，1

13．3

3，8

14．4

8，0

10．5

0．5

8．0

Gr．PeriodV

7～10，Ju1y

361

400

182

180

2
1

297

24，8

27，7

12，6

／2．5

1，5

20．6

8．0

6．0

2．3

7．7

433

377

／38

217

49

228

30，1

26．2

9，6

15．1

3，4

15．8

5．0

8．5

／．5

9．9

After＿Gr．

／／～13，Ju1y

／93

205

543

248

252

13，4

14，3

37，7

17，2

17．5

3．0

2．7

　0

く5）

り，必然的に採食量の増加もおこり，その結果G．t．が

長くなったものであろう．放牧期のRu．t．の増加も，

採食量の増加に起因するところが大きいと推察される．

一方，放牧期のRe．t．は舎飼期に比較して，約％と非

常に少なくなっている．放牧期の和牛は，採食，反すう

行動に要する時間が増大した結果，Re．t．が相対的に

短縮されたものである．また舎飼期のLo．t．が，放牧

期のLo．t．およびM．t．を上廻っており，舎飼時の和

牛が牛舎内で，無目的にかなり動きまわることが明らか

である．

2　採食時聞（G・。t。）の変化について

　第4表にもとづき，舎飼ならびに春放牧各期のG．t．

およびRu．t．の変化を，24時間当りならびに昼夜別に

図示すると，第2図のとおりである．

　第2図によれば，舎飼期に比べ放牧期は，全般にG．

t．がかなり増加していることが明らかである．しかし

放牧各期のG．t一には若干の変動が認められ，第I期の

放牧開始6日目に最低値326分を示し，第IV一期に最高値

472分を示している．とくに放牧初期においてG．t．は

や㌧短い傾向があり，放牧期の進むにつれて次第に長く

なる傾向があるようである．放牧末期の第V期にG．t．

が著しく少なくなっているのは，この時期が当放牧場憤

行の収牧時期であったために，多くの放牧牛が下山した

ことが供試牛に心理的な動揺を与え，落ちつきのない特

異な行動を示したことに原因がある．

放牧牛のG．t．は季節的に著しく変化する傾向にある
　　　　（4）
ことが前報で認められたが，本調査ではこのような季節

的影響は認められない．このことから，年次による草生
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　Fig．3　Change　m　tlme　spent　by　cows

　　　　　in　resting　form　on　range

や気象状況などの条件の相違が，G．t．に影響を及ぽす

ものであろうと考えられる．

　3．反すう時間（R臥t．）の変化について

　第2図によれば，Ru．t．も舎飼期に比べ放牧期には

全般にわたってかなり長くなっていることが明らかであ

る．しかし，放牧開始初期のRu．t．はかなり少ない傾

触乙あり，次第に増加して第1I期以後における放牧期間

申はほゴー定のRu．t．を示している．放牧期間申の

Ru．t．とG．t．とは，比例的な関係にないことが認め

られるが，Ru．t．と採食量との間にある程度の関連が

あると考えれば，放牧初期の和牛は，十分な採食ができ

なかったのではないか，また第1皿期以後の放牧期におい

てはG－t．にはかなりの差があるが，採食量はほゾー定

しているのではないかと推察できる．

　Ru．t．の昼夜別割合についてみると，第I期におい

てや㌧特異的傾向を示しているが，放牧初期の和牛の行

動が不安定であったことに起因するものであろう．

　4　休息時問（Re4）の変化について

第4表にもとづき，舎飼および春放牧各期のRe．t．

の変化を，24時間当りならびに昼夜別に図示すると第3

図のとおりである．

　第3図1こよれば，舎飼期に比べ放牧期のRe．t．が著

Fig．4　Change　m　t1me　spent　by　cows　m

　　　1oaf1ng　and　m1gratmg　form　on　range

km
16
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8
，6

4
2

、　　Walked　dlstance

M町222527293工　J㎜・7・9　〃・19　27・29J・ly？・911
　23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

－B．G＾　　　　　　　　　　　G閉ing　　Pedod　　　　　　　　　　　　　　　A．G己

　Fig．5　Change1n　d1stance　wa1ked
　　　　by　cows　on　range

しく少ないことが明らかである．放牧期間申のRe．t．

については，開始6日目が特異的に長いのが目立つが，

放牧初期という特殊条件と，当日の気象条件が雨天，霧

であったことが作用して放牧和牛に特別の影響を及ぽし

た結果であろうと考えられる．なお，この日はG．t．も

最低値を示し，エネルギー消費量は非常に大きくなって
　（5）

いる．全般的にみると，放牧中期のRe．t．がや㌧長い

傾向にあるが，Re．t．は他の行動形の時間によって二

次的に規制される要素が大きいと考えられるので，放牧

行動が比較的安定していた申期においてRe　tが長く

なったのであろう．

　Re．t．の昼夜別割合は，舎飼期に昼間のRe．t．が

長いのに対し，放牧期では夜間のRe．t．が長くなって

いる．また，横臥，庁立形別の時問は第4表に示してあ

るが，これによると放牧後舎飼期において横臥形の占め

る割合が著しく大きくなったことが注目される．

5　紡僅移動時問　（Lo　t，皿t）ならびに歩行距離

　の変化について
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　F1g7　D1fference　of　graz1ng　and　rummatmg
　　　　time　for24hours　accord－ing　to　weather

　第4表にもとづき，舎飼および春放牧期間の24時間当

りのLo．t．とM．t．ならびに歩行距離について示す

と，第4図ならびに第5図のとおりである．

　第4図によると，Lo．t．およびM．t・は放牧開始直

後に著しく長いが，次第に減少して第■期以後において

はほゾー定している．放牧初期に長い原因は，放牧場の

環境に対する不慣れなことや，この時期の草生状況が不

良で，採食場所を求めての荷僅，移動が多かったことに

よるものと考えられる．Lo．t．は放牧末期に再び著し

く増加しているが，前述したように収牧期の供試和牛の

行動が異常であったことに起因するものである．

　第5図によると，放牧和牛の歩行距離は，1日5．／～

15．4kmの範囲にあり，その変化の傾向はLo．t．ある

いはM．t．の変化と密接な関係があり，したがって，

とくに放牧初期における歩行距離が著しく大きくなる．こ

とがわかる．

　なお，放牧期間申の／日当り排糞回数は5～8回，排

尿回数は6～11回程度で，時期的な変化の傾向は認めら

れなかった．

20　　　　　　40　　　　　　60　（％　　of24hrs．）

Fユg8　D1fference　of　t1me　spent　by　cows　m

1ymg　and　stand1ng　foτms　accordmg　to　weather

Pond

Bush

Slope

Wood

Open
S1ope

　　　　　　　20　　　　　　40　　　　　　60　　　　　　80

　　　　　　　　　　　　　　（％　　of24hrs一）

Fig．9　T1me　spent　by　cows　m　d－1fferent

　　　1ocations　according　to　weather

6　天候が放牧行動に及ぽす影響について

　晴雨の天候の差が，放牧和牛の行動にどのような影響

を及ぽすかを検討する目的で，本調査期間において，供

試和牛の行動がほゾ安定した状態にあった第1皿期と第皿

期の調査日のうちで，晴天（6月7日および17日）なら

ぴに雨天（6月10日およぴ19日）おのおの2日ずつを選

定し，天候と行動の関陶乙ついて調べてみた．なおこれ

らの調査日の気象状況の詳細は，第3表に示すとおりで

ある。

　晴天および雨天時における放牧和牛の，24時間当り行

動形別所要時間の差は，第6図に示すとおりである．

　第6図によると，放牧和牛の各行動形の24時間当り所

要時間には，天候による差がほとんど認められないこと

がわかる．

　天侯とG．t．の日周変化について，ヒストグラムで示

すと第7図のとおりである．

　第7図によると，晴天時の採食行動のPattemは日

申集申型でしかも顕著な採食期が存在しているのに対し

て，雨天時にはとくに明確な採食期が認められず，夜間
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にも採食が行なわれており，採食行動の日周変化は，晴

雨天により若干椙違があることが明らかである．

　天侯と横臥および庁立形（反すうならびに休息時にお

ける）の所要時間の関係について示すと第8図のとおり

である．

　第8図によると，晴天時には横臥形で過す時間が著し

く長いのに対して，雨天時には，逆に庁立形の所要時問

が非常に長いことが明らかである．

　また，天侯と放牧和牛の行動地域との関係について示

すと，第9図のとおりである．行動地域は，便宜上池

（Pond）。灌木地（Bush　s1ope），樹林地（WOod）およ

び開かつ地（0pen　s1ope）に大別したが，晴天時には

開かつ地で行動する時間が著しく長いのに対して，雨天

時には樹林地や灌木地における行動時間が増加する傾向

が目だっている．

　　　　　　　　摘　　　　　要

　春放牧期間申における各時期について，放牧和牛の行

動がどのように変化するかを，とくに放牧初期に重点を

おいて検討する目的で試験を行なった．三瓶山北の原放

牧場に放牧した2頭の成雌和牛を供試し，1966年5月24

日～7月10日の春放牧期間申の各時期について，12回に

わたりおのおの24時間連続観察法による放牧和牛の行動

調査を実施した．なお，放牧直前および収牧直後の牛舎

内における和牛の行動もあわせて調査した．結果を要約

するとつぎのとおりである．

　1一舎飼期と放牧期における和牛の行動について比較

すると，舎飼時に対し放牧時にはG．t．が約2．2倍，Ru．

t．が約1．8倍に増加したが，一方Re．t．は約％に減少

した．また，L0．t．には大きな差は認められなかった．

　2．春放牧期間申における，和牛の行動形別の所要時

間の変化をみると，放牧初期においては各行動形ともや

や特異的な値を示し，その後の放牧期間申の値に比べ

て，G．t．ならびにRu．t．は短く，一方Lo．t．ならび

にM．t．は長い傾向にあった．また放牧初期には和牛

の歩行距離が非常に大きい傾向を示した．

　3．放牧和牛の行動と天侯の関係について検討した結

果，晴天，雨天にかかわらず，おもな行動形の24時間当

り所要時問に差は認められなかった．しかし，採食，反

すう行動の日周変化，横臥，庁立別所要時間ならびに和

牛の行動地域については，天侯によりかなり差があるこ

とが明らかであった．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　Grazmg　behav1ors　of　Japanese　B1ack　Breed．cows，1n　each　stage　of　the　sprmg
grazmg　Per1od　from　May　to　Ju1y，were　stud－1ed．on　Sambe　nat1ve　grass1and　m　Sh1㎜ane

Prefecture　The　constant　obser∀at1ons　of　graz1ng　cows　for24hours　were　made　eyery

other　d・ay　from　the　begmnmg　of　grazmg　to　the8th　d．ay，and　thereafter　at　about　ten

days’1nter▽aIs　At　the　housmg　per1ods，mmed1ate1y　before　and．after　the　grazmg

period，we　a1so　observed－the　behayiors　of　the　cows．

　The　resu1ts　obta1ned　are　summer1zed　as　fo11ows，

　1Both　grazmg　hours　and　rummat1ng　hours　of　the　cows　on　range　mcreased．to　about

two　t1mes　as　compared　w1th　those　hours　of　the　cows　m　bam　But　rest1ng　hours　of　the

cows　on　range　d－ecreased　to　about　a　half　of　the　hours　m　bam

　2The　tme　spent　by　the　cows　on　range　was　shorter　m　graz1ng　and　rummatmg
forms　and．was1onger　m1oafmg　and．m1gratmg　forms，m　the　ear1y　stage　of　spr1ng

grazmg　penod　than　m　the　subsequent　stages　Wa1ked　d1stances　of　the　graz1ng　cows
were　a1so1onger　in　the　ear1ier　stage．

　3The　t1me　spent　by　the　cows　m　each　behav1ors　d1d　not　d1ffer　accordmg　to　weather

But　hour　to　hour　changes　of　a　d．ay1n　the　grazmg　and．rumnatmg　t1me　the　rate　of

1ymg　and　stand．mg　hours　and　the1ocat1ons　of　the　cows　d－1ffered　much　accord1ng　to

weather




